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ＷＧＦＴＭは、２００７年に基本技術の開発を完了し、試験販売を開始した。現在、ＷＧＦＴＭの光学性能およ 

びプロセスの改善を継続的に実施、市場、用途開拓を進めています。本稿では、ＷＧＦの開発過程において重 

要な工程のひとつであるナノインプリント技術の特徴について紹介します。 

             

                   【ＷＧＦ断面構造】 

ＷＧＦＴＭにおけるナノインプリント技術の特徴は、以下の５項目で示されます。 

 

１．ＵＶ硬化樹脂 

ＵＶ樹脂組成は、塗工性、グリッド形状のプロセス耐性、基材密着性を考慮し決定されます。組成を以下に示 

します。 

（１）多官能アクリレート 

（２）二官能アクリレート 

（３）単官能アクリレート 

（４）光重合開始剤 

（５）添加剤 

 

２．基材フィルム 

ＴＡＣ、ＣＯＰ、ＰＣ、ＰＥＴ等、製品要求特性により選択可能です。 

 

３．モールド 

Ｎｉ電鋳の薄板を溶接、スリーブ状にし、円筒部が拡張縮小可能なロールに挿入固定します。 

 

４．離型処理 

 

５．ロール to ロールＵＶ樹脂硬化装置 

 

ＷＧＦＴＭにおいては、上記５項目の適正化により、ロールｔｏロールでの連続的、かつ安定的なナノインプリン 

トを実現、実施しています。 

 

用途、製品において、ナノインプリントに求められる技術は異なり、個別の製品に適した技術開発が必要となり 

ます。本稿が他の用途において、参考になれば幸いです。 

以上 


